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CTAB 水溶液に sodiump-toluenesulfonate (NapTS) を添加した紐状ミセル水溶液 (CTAB : NapTS/W) 系を









に導入し、 pTS-の分子運動に関する考察を行った。 Cs/Co ミ 1 での蛍光プロープの回転緩和時間は Cs/Coに依存せ
? ?
ず約 2 ns であった。 13C NMR の緩和時間測定から得た紐状ミセル内部での pTS-の相関時間と蛍光測定から得た回
転緩和時間はよく一致することから、蛍光プロープ分子がpTS-の代役プロープとして働いていることが確認できた。
誘電緩和測定では、紐状ミセル内部で CTA+ と pTS-はイオン対を形成し、共同的に回転運動を行っていることが




Cs/Coに依存しないことが分かった。一方で、粘弾性の最長緩和時間は Cs/Co ミ 1 で徐々に短くなる。従って、粘
弾性挙動と紐状ミセル内部での分子運動との聞には特別な関係が無いと結論される。
論文審査の結果の要旨
今井真一郎君は、カチオン性界面活性剤が形成する紐状ミセル水溶液の巨視的ダイナミックスを動的粘弾性により、
また、微視的ダイナミックスすなわち紐状ミセル構成分子の分子運動を蛍光異方性緩和および誘電緩和法を用い詳細
に検討した。その結果、紐状ミセル水溶液の粘弾性挙動と紐状ミセル構成分子の分子運動との聞には、特別な関係が
なく、相互に独立していることが明らかとなった。本研究論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと
認めるo
? ?
